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ふるさと納税調査特別委員会会議録（要点筆記） 

 

令和４年１１月 １日（火） 

午前１０時００分  開会 

場所 委員会室 

 

○伊藤正興委員長 

ただ今から、ふるさと納税調査特別委員会を開催します。 

協議題 １ 調査事項についてを議題とします。 

（１）「県外視察の報告について」を行います。 

別添資料の順に、各委員補足説明をお願いします。まずは私から説明します。 

視察先で特に印象に残っていることは、ふるさと納税業務をシティプロモーションと定住促進を同じ所管とし

て実施していたことで、これらの業務は一体的に行うべきであると感じました。 

【資料に基づき説明】 

 

〇嶋崎昌弘委員長 

所管部署については委員長と同意見です。他にも加東市のヨギボーのようなヒット商品を生み出すべく、

商社の活用も視野に入れ検討していくべきだと思います。 

【資料に基づき説明】 

 

〇水野尚美委員 

加東市の「関東加東連合」のような関東在住者に寄付をしてもらうような取り組みが必要であると思いま

す。 

【資料に基づき説明】 

 

〇中村和也委員 

半田市においても事務的な運用から、半田市営業部に類する部署が営業感覚を持ってしっかり商品発

掘、PR、営業企画・戦略の立案を行っていく必要があると思います。 

【資料に基づき説明】 

 

〇小出義一委員 

半田市においては、ふるさと納税は自治体が自ら努力して獲得することができる貴重な自主財源と捉えて

いただきたいと思います。そうすれば今よりも積極的に取り組んでいくことができると思います。 

【資料に基づき説明】 

 

〇山田清一委員 
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取組みを強化することにより寄附金額増加の可能性が大きいため、新たなポータルサイトの追加や返礼

品の追加、ポータルサイト内の検索で優先的に表示される優先広告を活用するといった取り組みが必要で

あると思います。 

【資料に基づき説明】 

 

〇岩田玲子委員 

新商品の開発等を含めたコンサルティング業務に強い委託業者と契約することが大変重要であると思いま

す。 

【資料に基づき説明】 

 

〇渡邉昭司委員 

ふるさと納税業務に対する庁内の体制構築が必要であると思います。まずは、委員長が言うように所管部

署の変更が必要であると思います。 

【資料に基づき説明】 

 

〇石川英之委員 

多くの人に受け入れられる返礼品の模索は絶対に必要です。また、流行りのジャンルやトレンドを的確にと

らえるような営業的センスが求められます。 

【資料に基づき説明】 

 

〇杉浦郁夫秘書課長 

テレビＣＭの活用やポータルサイトの優先広告など、効果的な広報活動に取り組んでいると感じました。 

また、市場トレンドに対応できる商品開発等は大変参考になりました。 

【資料に基づき説明】 

 

〇伊藤正興委員長 

各委員の報告書を踏まえ、委員会報告の方向性の確認をします。しばらく休憩します。 

午前１０時２１分 休憩 

午前１０時４２分 再開 

〇伊藤正興委員長 

委員会を再開します。 

休憩中に話し合った結果、皆さん共通の意見としては、次のとおりです。 

まず、ふるさと納税の「流出」を減らすことはできないので、「入り」を増やす取り組みが必要であるということ

が前提としてあります。 

主な意見としては、ふるさと納税に関する業務はシティプロモーションや定住促進と一体的に実施していく

べき。また、営業的な視点でトレンドを捉え、新商品の開発やポータルサイトの見やすさを工夫する取り組み
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が必要。 

委託業者は事務委託だけでなく、コンサル業務なども含む包括的な委託内容とすること。 

地域商社の活用も考えるなど、新たな事業者発掘や新商品の開発を積極的に行うこと。 

加東市の「関東加東連合」のような関東在住者向けに半田市のファンを創る取り組みを行うこと。 

事業に応じてクラウドファンディングの活用も検討すること。 

以上のような意見であったかと思いますので、これらを踏まえて次回の委員会までに委員会報告の正副委

員長案を作成し、事前にメールで展開します。それに対してご意見がある場合は事務局までご連絡いただき

たいと思います。このような進め方を考えておりますがよろしいですか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇伊藤正興委員長 

次に（２）「今後の委員会について」を行います。 

次回の委員会開催日の日程調整を行います。 

しばらく休憩します。 

午前１０時４５分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

〇伊藤正興委員長 

委員会を再開します。 

休憩中に調整した結果、次回の委員会は１２月定例会の一般質問終了後で時間を見つけて開催す

ることといたします。当日、急に開催する場合もありますので、その点ご承知くださるようお願いします。 

なお、委員会報告書は１１月中には皆さんに展開して、次回の委員会までにご確認いただけるよう正副

委員長案を作成します。 

次に（３）「その他」についてを行います。 

何かある方はいますか。 

 

〇杉浦郁夫秘書課長 

【資料に基づき説明】 

 

〇伊藤正興委員長 

ただいま説明がありました「ふるさと納税の予算計上方法の見直しについて」は、次回の全員協議会にて

報告する内容ですので、本日は報告のみとして質疑は行わないこととします。 

他に何かある方はいますか。 

【「なし」との声あり】 

 

〇伊藤正興委員長 

ないようですので、以上で、ふるさと納税調査特別委員会を閉会します。 
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午前１０時５５分 閉会 


